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発行：第一中学校・中野富士見中学校統合委員会 

今号では、３月１２日に開催された第７回統合委員会などでの協議内容についてお知らせします。 

標準服については、子どもたちや保護者の方に新

校開校に向けての意識を高めていただくことをね

らいの一つとして、統合委員会の中に「標準服検討

部会」を設け、検討を進めてきました。この一環として、３種類の異なる標準服の見本を、第一・中野

富士見中学校、中野神明・多田・新山小学校で展示し、子どもたちや保護者の方などにアンケートをお

願いしました。多くの方にご協力いただき、ありがとうございました。 

標準服の形式を選定しました

展示見本 Ａプラン：男子マオカラー・女子セーラーカラー（襟の取り外し可）、Ｂプラン：男女ともブレザー、

Ｃプラン：男女ともイートン（襟なし上着） 

３月５日に開催した第４回標準服検討部会では、アンケートの結果を参考に、見本展示の際に得られ

た意見や新校にふさわしい標準服はどのようなものかといった観点から協議を行いました。出された主

な意見は次のとおりです。 

・ アンケートの結果から、支持の多いＡプランとＢプランに絞って検討を行うべきだ。 

・ 多くの方から支持されたものを選んだほうがよい。 

・ 小学生の男子はネクタイが嫌いのようだった。女子にはブレザーが一番人気であった。 

・ ブレザーが一番人気だが、長い目で見るとＡプランがよいと思う。 

・ ブレザーは体が小さいと似合わない。男子はマオカラー、女子はブレザーとしてはどうか。 

・ ３つのプランで意見を聞いた経緯があるので、パターンを崩した組み合わせは考えない方がよい。 

・ 他校にはない標準服をつくる、という思いを大切にすべきだ。 

 

 

選択すべきだ。 

・ 活指導がしやすいと思う。 

◆ 部会員

◆ 統合委員会では、部会の検討状況の報告

・ 紺のブレザーの学校が多く、他校の生徒と入り混じると区別がつかなくなる。他校との差別化を

念頭に置き検討を進めてきた原点に戻り、形式を

Ａプランの方が、生

全員から意見を出し合い協議を進めた結

果、標準服検討部会として、全会一致でＡプラン

（写真）を新校の標準服の形式として選定しまし

た。 

 第 7 回

を受け協議した結果、部会で決定のとおり、Ａプ

ランを新校の標準服の形式とすることを承認しま

した。なお、今後は、両中学校を中心に細部の調

整が行われる予定です。 Ａプラン（右端は、セーラーカラーを外した場合の例）
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そ の 他 

新校をどのような学校にしていくかなど、新校のあり方に

つ

点での考え方について、その概要の説明

  として掲げる。 

◆ 今後とも、適

事務局から、先行する統合委員会での検討経

過

議の結果、校歌・校章の制作を次のように進めることと

者及び関係者を対象に、歌詞に

・ じ方法により、図案を募集する。 

。 

委員から、暗くなった時点で危険と思われる個所を点検し、改善を行っ

て

 

 ・ 新校に安心して通っ

いての意見をまとめ、

◆ 協議の結果、通学路等の安全対策について、統合委員会で協議していくこととなりました。また、

 

※ 統合委 育委員会のホームページでご覧になれます。 

新校のあり方について いては、アンケート調査結果や統合委員会での協議内容を

踏まえ、第一・中野富士見中学校で検討していますが、現時 

がありました。その内容は次のとおりです。 

 ・ 「生きる力の育成」を目指し、「広い視野」「豊かな感性」「強い身体」を教育理念

・ さらに、「目指す学校像」と「育てたい生徒像」を次のとおり掲げる。 

目指す ぐくむことができる学校

育てたい生徒像 

基本的なルールを身に付けた生徒 

ら自らを向上させていく生徒 

めに積極的に貢献する生徒 

学校像  ○楽しく学び、多様な授業展開によって、確かな学力と生きる力をは

○生徒と教員が豊かな人間関係の中で、ともに生き生きと活動できる活力ある学校 

○家庭や地域との連携・協力を推進し生徒・保護者・地域から信頼される学校 

○基礎・基本となる学力を確実に身に付け、活用できる生徒 

○自ら考え主体的に行動できる生徒 

○倫理観・正義感をもち社会における

○生命や人権を尊重し、思いやりのある心豊かな生徒 

○生徒同士がお互いのよさを認め合い、切磋琢磨しなが

○体力の向上につとめ、心身ともに健全な生徒 

○学校・地域文化を愛し、社会や公共の福祉のた

宜統合委員会に報告しながら、両校で検討を進めていきます。 

校歌・校章の検討を進めました などについて説明を受け、前回の検討に引き

続き、検討方法について協議を行いました。協 

しました。 

・ 校歌については、第一・中野富士見中学校を通じ、生徒・保護

入れたい言葉やフレーズを募集する。 

校章についても、校歌と同じ範囲と同

・ 校歌・校章の募集は同時に行うが、どちらか一方のみの応募も可能とする

いくことについて、この統合委員会で協議を行いたい旨申し出がありま 

した。これを受け、協議を行った結果、次のよう意見が出されました。 

てもらえるように、検討していくべきだと思う。 

・ 学校周辺や生徒が多く通う道路を指定し、街路灯を増設など安全対策につ

教育委員会へ提出すればよいのではないか。 

協議を行うための資料として、第一・中野富士見中学校のＰＴＡで、危険と思われる個所を表示し

た地図の作成を行うこととしました。 
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